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本日の発表

1. 技術開発の背景と課題

2.開発する画像データ共有基盤の機能イメージ

3.令和7～8年度における技術開発の進め方

4.令和9年度以降の計画と期待される効果
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技術開発の背景と課題

◆少子高齢化が進む中、鉄道における省力化・省人化・自動化は喫緊の課題
➢ワンマン運転の支援やドライバレス運転における安全性の向上
➢線路や架線、沿線設備等の状態監視・診断の自動化

⇒ 様々な事業者が画像・AIを活用した検知・診断システムの開発・導入を進めている

◆画像・AIを活用する上での課題
➢各事業者単独では収集する画像データのバリエーションと量が限られる

✓特にAIでは学習データのバリエーションと量が性能を大きく左右

➢各事業者が類似の処理作業と技術開発を個別に行うため、開発に多くの時間と労力
✓学習用データセットを作成する作業（アノテーション）に膨大な手間と時間

➢性能評価用データも事業者が独自に選定しているため、事業者ごとに性能が異なり、
 相互比較も困難
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一般的に公開されているデータセットでは不足している鉄道特有の事象・現象を
カバーできる量・バリエーションともに豊富な画像データを共有できる基盤づくり
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最終的に目指す画像データ共有基盤システムのイメージ

運営主体

鉄道設備
画像

ライブラリ

AI活用システムの開
発撮影

生の画像
データ

鉄道事業者A

撮影

生の画像
データ

鉄道事業者B

画像活用
システムの開発

鉄道向けの
画像処理
モジュール

各社共通
で必要な

アノテーション

評価用の
画像処理

各社共通で性能評価
に必要な画像データ

各社共通で必要な
性能を得るための
学習データセット

鉄道向け
認識AI

各社に共通して使える
処理技術を提供

➢ メリット

✓事業者は自社特有
の画像のみ追加学
習すればよく、開
発コストを軽減

✓各社共通で必要な
基本性能を確保

A社固有の追加学習用の処理のみに削減

B社固有のアルゴリズムに特化

B社独自の
画像処理 B社固有の

処理済データ

A社独自の
画像処理 A社固有の

処理済データ

A社独自の
アノテーション A社固有の

学習データ
セット

アルゴリズム・性能の評価に利用

基礎学習に利用

性能評価
に利用

要素技術の具体的な開発例
✓学習データ管理基盤システム

要素技術の具体的な開発例
✓キロ程推定

✓俯瞰画像生成

✓長尺画像生成
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画像データ共有基盤システムの実装に向けた開発ステップ

AIを活用した
システムの開発撮影

鉄道事業者A

撮影

生画像
データ

鉄道事業者B
画像処理技術を
活用したシステム

の開発

画像データ共有基盤システム

生画像
データ

 

評価用データ
セットの要件

定義

画像提供・取得用端末

画像共有用データベースサーバー（総研所有）

各社個別の
開発環境

✓生画像データ・検索条件入力処理
✓サーバーとの情報伝送処理
✓画像確認用ビューアー
✓外部システムとのインターフェース

✓データ形式変換・保存処理
✓検索・抽出処理（開発済）
✓データセット出力処理

各社個別の
開発環境

大規模データ・評価用
データ処理サーバー

赤字：令和7～8年度に開発する
共有基盤システムの根幹

青字：令和9年度以降に開発する
実運用向けの拡張部分

✓大規模データセット生成
✓評価用データセット生成

画像提供・取得用端末
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参考 画像データ共有化に資する技術の具体例

◆言語画像AIを活用し、蓄積された
学習用データセットを検索・抽出

➢主な機能
✓ テキスト検索
✓ 類似画像検索
✓ データ解析

➢活用例
✓ 環境条件の網羅性や弱点の
事前確認

✓ 特定条件のデータを抽出、
学習へ利用

既開発の要素技術：学習データ管理基盤システム
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参考 画像データ共有化に資する技術の具体例

移
動
量

フレーム

累
積
移
動
量

フレーム

積分

××駅:34.5km

○○駅:37.5km

参照点により
キロ程へ変換

3.0km俯瞰画像生成

キロ程推定

長尺画像生成

◼ レールの情報等を用いることで、縦横比が正確な
俯瞰画像を生成（カメラの設置条件が不要）

◼ 長さを測定することが可能

◼ オプティカルフローと列車加速
度等の鉄道固有情報により位置
を推定

◼ 列車進行方向を認識した傾き補正と
ブレンディングにより数ｋｍの連続的な
長尺画像を生成

既開発の要素技術：鉄道向けの画像処理機能
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令和7～8年度における技術開発の進め方
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◆鉄道技術開発・普及促進制度における技術開発課題としてテーマ設定
➢ 鉄道総研＋JR7社＋関東・関西の民鉄4社による共同技術開発体を構成、
以下のフローで開発を進める

令和7年度 令和8年度

評価用データセットの定義手法の検討

機能実証試験
【事業者殿と共同で実施】

画像データ共有基盤システムの仕様およびルール案の検討

画像データ共有基盤システムのプロトタイプ開発
小規模ながら準実用レベル
のプロトタイプシステムを
効率的に実装

実際の利用場面を想定
した実現性の高い仕様と
運用ルールを提案

鉄道固有の安全性・状態診断に
関する知見に基づいたベンチ
マーク手法を提案

列車前方画像を用いて、
仕様の妥当性とJR・民鉄
の開発現場での活用性を
確認
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◆令和９年度以降の計画
➢ 令和9年度～ 実用システム開発＋運営主体の設立＋プロトを活用したプロモーション

➢ 令和11年度～ 実用システムの運用開始 ⇒ 段階的に利用範囲を拡大

本技術開発を礎として総合的なデータ共有基盤の実現に向けた技術開発に展開

◆期待される波及効果
➢ 鉄道の安全性・安定性向上に
資する画像・AIを活用した
新たな鉄道技術の早期開発・
導入促進

少子高齢化社会における
モビリティの基幹となる鉄道
システムの持続的発展に寄与

令和9年度以降の計画と期待される波及効果
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■分析・評価
モジュール群

設備劣化

電柱傾斜

ホーム計測

ハンガ脱落

地上子位置

軌道管理

鉄道総研
統合分析プラットフォームの画像・AI活用モジュール群

鉄道用画像データ共有基盤システム

学習データ・

評価データ等

俯瞰画像
変換

■画像処理基盤
モジュール群

キロ程
推定

長尺画像
生成

国土交通省
鉄道技術開発・普及促進制度

学習・評価用
画像データ

学習強化・
性能評価用
画像データ

分析・評価モジュール群の
学習・評価用画像データ

■表示
モジュール群

計測・画像
データ

統一
キロ程
変換

各事業者の
画像データ

一
部
を
学
習
用
デ
ー
タ
と
し
て
提
供

他省庁における
鉄道に関する
画像・AIを活用
した技術開発

学習データ・

評価データ等

既開発・運用中の
画像・AI活用シス
テム・プラット
フォーム
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